
第
90
回
メ
ー
デ
ー
５
地
区
で
開
始

第
90
回
メ
ー
デ
ー
５
地
区
で
開
始

第
90
回
メ
ー
デ
ー
５
地
区
で
開
始

原田中小労働対策本部議長が講演

働き方改革実現などを訴えデモ進行

県民にアピールを行う弁士ら

街頭アンケートを実施

三好地区メーデー150人が参加

阿南・那賀・海部地区メーデー
140人が参加

中部地区メーデー228人が参加

美馬地区メーデー80人が参加

徳島中央メーデーには、50団体・1500人が参加

中
小
労
働
対
策
本
部

夏
季
学
習
会

　
〜
労
働
法
の
基
礎
講
座
Ⅱ
〜

全
国
一
斉
「
女
性
の
た
め
の
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
開
設
周
知

―

６
月
男
女
平
等
月
間―

「
格
差
を
な
く
し
、平
和
を
守
る
！

　
　笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
す
べ
て
の
仲
間
の
連
帯
で
」

街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

メーデ
ー

スロー
ガン

６月19日（水）
　NPO法人徳島労働安全衛生センター第18回定期総会
　　　　　　　　　　　　（労働福祉会館502号室）

６月２６日（水）　連合徳島２０１9年度地方委員会　
　　　　　　　　　　　　（ろうきんホール）

◎

◎

　

第
90
回
徳
島
メ
ー
デ
ー
が
２

０
１
９
年
４
月
27
日（
土
）、
５
月

１
日（
水
）の
両
日
、
県
内
５
会
場

で
開
催
さ
れ
、
約
２
，
１
０
０
人

が
参
加
し
た
。（
徳
島
中
央
・
１
，

５
０
０
人
、
阿
南
那
賀
海
部
地

区
・
１
４
０
人
、
中
部
地
区
・
２

２
８
人
、
美
馬
地
区
・
80
人
、
三

好
地
区
・
１
５
０
人
）

　

初
め
て
の
４
月
開
催
と
な
っ

た
、
第
90
回
徳
島
中
央
メ
ー
デ
ー

は
４
月
27
日
徳
島
市
の
新
町
川

公
園
・
御
成
婚
広
場
で
開
催
さ
れ
、

各
構
成
組
織
・
労
働
福
祉
団
体

な
ど
50
団
体
・
１
，
５
０
０
人
が

参
加
し
た
。被
災
地
復
興
支
援
と

し
て
、
今
回
も
岩
手
・
宮
城
・
熊

本
３
県
の
物
産
品
を
抽
選
会
の

賞
品
と
し
て
活
用
し
、
復
興
支
援

に
取
り
組
ん
だ
。

　

新
居
副
実
行
委
員
長
の
挨
拶

で
開
会
し
、議
長
団
に
大
谷
連
合

徳
島
副
会
長
と
三
木

連
合
徳
島
女
性
委
員

会
事
務
局
長
が
選
出

さ
れ
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
森
本
実
行

委
員
長
は
「
働
き
方

改
革
の
実
現
に
向
け

て
、
政
府
と
自
治
体
、

経
営
者
団
体
、
労
働

組
合
が
本
気
で
連
携

し
、
一
体
と
な
っ
た

運
動
を
展
開
す
る
必

要
が
あ
る
。時
代
が

令
和
に
変
わ
り
、
日
本
の
働
き
方

が
変
わ
っ
た
と
い
う
、
歴
史
に
残

る
改
革
に
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
飯
泉
徳

島
県
知
事
、
遠
藤
徳
島
市
長
、
労

働
福
祉
団
体
を
代
表
し
て
（
公

社
）
徳
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

川
越
会
長
、
国
民
民
主
党
徳
島
県

総
支
部
連
合
会
庄
野
代
表
、
社
民

党
徳
島
県
連
合
前
川
代
表
、
立
憲

民
主
党
徳
島
県
連
合
武
内
代
表
、

連
合
徳
島
推
薦
議
員
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
代
表
し
て
臼
木
県
議
か

ら
、挨
拶
を
受
け
た
。

　

渡
邊
副
実
行
委
員
長
か
ら
の

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
の
後
、

①
「
２
０
１
９
中
小
春
季
生
活

闘
争
未
解
決
組
合
を
支
援
す
る

特
別
決
議
」
②
「
良
質
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を
求
め
る
特

別
決
議
」
③
「
働
く
者
の
た
め

の
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け

た
特
別
決
議
」
の
３
本
と
、

「
メ
ー
デ
ー
宣
言
（
案
）
」
が
提

案
さ
れ
、
全
体
の
拍
手
で
採
択

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
國
見
副
実
行
委
員
長

か
ら
プ
ラ
カ
ー
ド
審
査
発
表
が

行
わ
れ
、
メ
ー
デ
ー
大
賞
・
徳
島

市
農
協
労
組
女
性
部
、
優
秀
賞
・

徳
島
市
農
協
労
組
、
努
力
賞
・
東

と
く
し
ま
農
協
労
組
に
賞
品
が

贈
ら
れ
た
。

　

鎌
谷
連
合
徳
島
副
会
長
の
閉

会
挨
拶
の
後
、
森
本
実
行
委
員
長

に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三

唱
し
、
第
90
回
徳
島
中
央
メ
ー
デ

ー
を
終
了
し
た
。な
お
、
集
会
終

了
後
に
デ
モ
行
進
と
抽
選
会
が

行
わ
れ
た
。

　
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
徳
島
駅
前
街
宣
行
動
を
２
０

１
９
年
５
月
15
日
に
Ｊ
Ｒ
徳
島

駅
前
で
行
い
、
各
構
成
組
織
等
か

ら
33
人
が
参
加
し
、
街
頭
宣
伝
・

ビ
ラ
配
布
・
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
森
本
会
長
か

ら
２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
の

第
５
回
集
計
結
果
（
５
月
８
日
集

計
）を
報
告
し
た
上
で
、「
２
月
14

日
に
行
わ
れ
た
労
働
政
策
審
議

会
雇
用
環
境
・
均
等
分
科
会
で

『
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
』

に
つ
い
て
答
申
が
行
わ
れ
た
。法

案
要
綱
は
、
女
性
活
躍
推
進
法
の

義
務
を
拡
充
さ
せ
る
改
正
と
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
処
置

や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
責
務
規
定
な

ど
を
法
制
化
す
る
労
働
施
策
総

合
推
進
法
等
の
改
正
が
ま
と
め

ら
れ
た
束
ね
法
案
と
な
る
予
定

で
あ
る
。主
な
変
更
点
と
し
て
、

法
制
的
な
観
点
で
文
言
修
正
が

行
わ
れ
、具
体
的
に
は
、「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
許
さ
れ
な
い
」
か
ら
、

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
行
っ
て
は
な

ら
な
い
」と
の
文
言
修
正
が
あ
っ

た
。禁
止
規
定
に
近
い
表
現
と
な

っ
た
こ
と
を
連
合
と
し
て
は
前

向
き
に
評
価
し
て
い
る
。一
方
、

『
国
、
事
業
主
及
び
労
働
者
の
努

め
る
べ
き
事
項
』の
見
出
し
は
責

務
規
定
と
受
け
止
め
に
く
い
表

記
で
あ
り
、連
合
は
法
案
化
の
際

に
は
、『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
行
っ

て
は
な
ら
な
い
』
と
し
た
上
で
、

責
務
規
定
と
理
解
で
き
る
表
記

に
す
る
よ
う
審
議
会
で
意
見
を

述
べ
、最
大
限
努
力
す
る
と
の
答

弁
を
得
た
こ
と
か
ら
、審
議
会
は

法
案
要
綱
を
お
お
む
ね
妥
当
と

し
、厚
生
労
働
大
臣
へ
の
答
申
を

行
っ
た
。連
合
は
、
今
年
の
Ｉ
Ｌ

Ｏ
総
会
に
お
け
る『
仕
事
の
世
界

に
お
け
る
暴
力
と
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
』の
条
約
採
択
に
向
け
て
、
日

本
政
府
に
条
約
の
支
持
と
批
准

を
求
め
て
い
く
」
と
訴
え
た
。

　

２
０
１
９
年
５
月
31
日
、
徳

島
県
中
小
労
働
対
策
本
部
は
夏

季
学
習
会
「
労
働
法
の
基
礎
知

識
Ⅱ
」
を
労
働
福
祉
会
館
５
０

２
会
議
室
で
開
催
し
、
連
合
徳

島
構
成
組
織
か
ら
22
人
が
参
加

し
た
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
２
０
１
９

年
２
月
に
「
第
28
回
定
期
総

会
・
一
泊
研
修
会
」
で
開
催
し

た
「
労
働
法
の
基
礎
知
識
Ⅰ
│

①
」
・
「
労
働
法
の
基
礎
知
識

Ⅰ
│
②
」
に
引
き
続
く
も
の
で

あ
り
、
中
小
労
働
対
策
本
部
原

田
議
長
を
講
師
に
、
２
０
１
９

年
６
月
９
日
に
徳
島
市
内
で
開

催
さ
れ
る
「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検

定
（
初
級
）
」
を
前
に
、
受
験

者
並
び
に
構
成
組
織
の
組
合
員

に
労
働
法
の
知
識
を
役
立
て
て

も
ら
う
た
め
に
開
催
さ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
「
労
働
組
合
の

権
利
に
関
す
る
法
律
」
「
労
働

組
合
の
一
般
的
な
知
識
」
等
、

組
合
活
動
で
知
っ
て
お
く
べ
き

重
要
な
権
利
・
知
識
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

　

続
い
て
、
連
合
徳
島
推
薦
議
員

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
庄
野
昌
彦
、
黒

﨑
章
、
仁
木
啓
人
）
徳
島
県
議
会

議
員
、（
武
知
浩
之
、
春
田
洋
、
増

田
秀
司
）
徳
島
市
議
会
議
員
か

ら
、
今
後
の
政
策
の
取
り
組
み
を

訴
え
た
。

　

連
合
本
部
が
地
方
連
合
会
と

取
り
組
ん
で
い
る
街
頭
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で

あ
っ
た
。

　

街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
49
人
）

はい

１７

３１

２３

１

いいえ

３０

１３

２１

４１

どちらとも

２

０

０

２

未回答

０

５

５

５

アンケート内容
アベノミクスで私たちの暮
らしは良くなりましたか？
セーフティーネット・社会
保障は充実していますか？
生活と仕事の両立はでき
ていますか？
私たちの声は政治に反映
されていますか？
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啓発＋行動のワークデザインで幸福度upを

四国各県から３４人が参加

心肺蘇生法を実践 開講式・連合徳島森本会長あいさつ 狭山事件闘争勝利に向け街宣行動

高知大学男女共同参画推進室廣瀬室長が講演

連合本部・冨田総合労働局長が
最賃審議経過と方針を提起四国各県から２８人が参加

再審開始決定の実現をめざし
徳島駅前街宣行動集会

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
を
念
頭
に

│
災
害
時
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
│

「
誰
も
が
時
給
１
０
０
０
円
」を

　
  

超
え
る
新
た
な
目
標
を
検
討

第
19
期

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
養
成
講
座
開
講

高知大学男女平等推進室長が講演

　

連
合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
最
低
賃

金
学
習
会
が
、２
０
１
９
年
５
月

27
日
に
高
知
市
で
開
催
さ
れ
、四

国
各
県
か
ら
地
方
最
低
賃
金
及

び
特
定
最
低
賃
金
審
議
委
員
28

名（
連
合
徳
島
５
名
）が
参
加
し

た
。　
　

冒
頭
、四
国
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表

し
て
、開
催
地
と
な
っ
た
連
合
高

知
折
田
会
長
か
ら「
各
県
で
の
最

低
賃
金
引
き
上
げ
の
奮
闘
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、こ
の
学

習
会
で
本
部
や
各
県
の
情
報
を

共
有
し
有
意
義
な
も
の
に
し
て

ほ
し
い
」と
挨
拶
。

　

連
合
本
部
か
ら
は
、冨
田
総
合

労
働
局
長
と
新
沼
労
働
条
件
・

中
小
労
働
対
策
局
次
長
を
招
き
、

２
０
１
９
最
低
賃
金
方
針
・
中

賃
審
議
会
の
審
議
動
向
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

　

冨
田
総
合
労
働
局
長
か
ら
は
、

２
０
１
９
最
低
賃
金
取
り
組
み

方
針
に
基
づ
き
、労
働
主
張
の
骨

子
と
し
て
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ

マ
ム
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
水
準

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
議
論

す
べ
き
で
あ
り
、本
年
は
10
月
に

消
費
税
増
税
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、物
価
動
向
を
注
視
す
る
必
要

が
あ
る
。地
域
別
最
低
賃
金
の
発

効
は
増
税
タ
イ
ミ
ン
グ
と
同
じ

10
月
以
降
に
な
る
こ
と
か
ら
内

需
を
腰
折
れ
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、低
所
得
者
の
賃
金
の
底
上
げ

が
不
可
欠
で
あ
り
、物
価
上
昇
を

勘
案
し
た
目
安
を
示
す
べ
き
で

あ
る
」と
述
べ
、各
地
方
労
働
局

に
対
し
、特
定
最
賃
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
を
代
表
す
る

労
使
の
自
主
性
と
役
割
を
尊
重

し
あ
い
審
議
会
運
営
が
は
か
ら

れ
る
よ
う
、指
導
を
徹
底
す
る
こ

と
を
要
請
す
る
旨
が
説
明
さ
れ

た
。

　

続
い
て
、四
国
ブ
ロ
ッ
ク
各
県

か
ら
、２
０
１
８
年
度
の
経
過
報

告
と
、情
報
交
換
が
行
わ
れ
た

後
、ま
と
め
と
し
て
、富
田
総
合

労
働
局
長
か
ら「
引
き
続
き
、最

低
賃
金
の
影
響
の
あ
る
方
た
ち

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
ご
奮
闘

し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
締
め
く

く
り
、今
年
度
の
最
賃
の
取
り
組

　

２
０
１
９
年
５
月
17
日
〜
18

日
、
高
知
市
三
翠
園
に
お
い
て
、

２
０
１
９
連
合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
会
議
が
開
催
さ
れ
、
徳
島

４
名
、
香
川
４
名
、
高
知
20
名
、

愛
媛
６
名
の
合
計
34
名
が
参
加

さ
れ
た
。

　

連
合
愛
媛
女
性
委
員
会
西
川

京
子
委
員
長
が
、「
雇
用
機
会
均

等
法
が
施
行
さ
れ
て
、
30
数
年

が
経
過
し
た
。
本
当
の
機
会
均

等
を
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組

ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
次
に
、
連
合
高
知

折
田
晃
一
会
長
が
、「
男
女
平
等

参
画
の
課
題
は
、
女
性
だ
け
の

課
題
で
は
な
い
が
、
主
体
的
な

取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
廣
瀬
淳
一
高
知

大
学
男
女
共
同
参
画
推
進
室
長

が
「
働
く
私
た
ち
の
し
あ
わ
せ

倍
増
計
画
」
と
題
し
て
、「
日
本

の
社
会
人
は
職
業
領
域
に
偏
重

し
て
い
た
。
評
価
す
る
自
己
と

経
験
す
る
自
己
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
幸
福
度

上
昇
に
寄
与
す
る
。
職
業
領
域

の
ほ
か
、
地
域
領
域
で
の
人
間

関
係
、
地
域
貢
献
、
次
世
代
育
成
、

み
が
始
ま
っ
た
。

　

連
合
徳
島
は
、連
合
本
部
及
び

連
合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
連
携

を
強
化
し
、徳
島
県
最
低
賃
金
水

準
の
引
き
上
げ
に
向
け
全
力
で

闘
い
抜
く
。

家
庭
領
域
で
の
ケ
ア
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
個
人
領
域
で

の
趣
味
や
勉
強
へ
の
没
頭
、
旅

行
な
ど
の
経
験
な
ど
各
領
域
か

ら
幸
福
度
を
上
昇
さ
せ
る
要
因

に
関
わ
る
」
と
講
演
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、

４
県
の
女
性
委
員
会
の
活
動
を

報
告
し
、
情
報
交
換
と
共
有
が

行
わ
れ
閉
会
し
た
。

　

２
０
１
９
年
５
月
25
日
に
第

19
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
（
Ｖ
Ｓ
Ｔ
）
養
成
講
座

が
徳
島
市
東
消
防
署
で
開
講
さ

れ
、
各
構
成
組
織
等
か
ら
20
名

が
参
加
し
た
。

　

開
講
式
は
、
連
合
徳
島
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
Ｖ
Ｓ
Ｃ
）
中
山
リ
ー
ダ
ー
の
司

会
で
進
め
ら
れ
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
連
合
徳
島
森
本
会
長

か
ら
、「
第
19
期
と
な
る
連
合
徳

島
Ｖ
Ｓ
Ｔ
養
成
講
座
は
内
容
の

充
実
を
毎
年
図
り
な
が
ら
、
連

合
東
京
Ｖ
Ｓ
Ｃ
を
参
考
に
取
り

組
み
、
講
座
修
了
者
が
Ｖ
Ｓ
Ｃ

メ
ン
バ
ー
と
な
り
新
た
な
受
講

者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
の
講
座
で
災
害
時
に
必

要
な
知
識
と
技
術
を
し
っ
か
り

と
学
ん
で
ほ
し
い
。
ま
た
、
チ
ー

ム
全
体
で
信
頼
関
係
と
絆
を
築

い
て
も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、Ｖ
Ｓ
Ｃ
國
見
リ
ー

ダ
ー
長
か
ら
は
「
本
講
座
は
、

半
年
間
で
災
害
時
に
家
族
や
同

僚
の
生
命
を
守
る
た
め
の
知
識

や
技
術
が
習
得
で
き
る
講
座
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
講

座
で
多
く
の
事
柄
を
学
ん
で
ほ

し
い
」
と
挨
拶
。

　

同
日
開
催
の
第
１
回
講
座
「
普

通
救
命
講
習
」
で
は
、
徳
島
市

東
消
防
署
の
職
員
の
方
々
か
ら
、

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）・
気
道
異
物
の

除
去
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

全
員
で
訓
練
用
の
人
形
を
使
い

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
り
扱
い
訓
練
を
受
け
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
、「
徳
島
市
み

ち
ピ
カ
事
業
」
に
参
画
し
、
徳

島
県
労
働
福
祉
会
館
の
周
囲
（
昭

和
町
市
道
）
の
清
掃
活
動
を
行
っ

た
。

　

今
回
の
講
座
で
普
通
救
命
講

習
修
了
証
を
新
規
に
交
付
さ
れ

11
名
で
あ
っ
た
。
初
め
て
参
加

し
た
受
講
者
か
ら
は
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
機
能
や
使
用
方
法
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
緊
急

　

２
０
１
９
年
５
月
23
日
、Ｊ
Ｒ

徳
島
駅
前
に
お
い
て
狭
山
事
件

の
再
審
を
求
め
る
県
内
集
会
を

部
落
解
放
徳
島
地
方
共
闘
会
議
、

部
落
解
放
徳
島
青
年
共
闘
会
議
、

狭
山
事
件
を
考
え
る
徳
島
の
会

の
３
団
体
で
実
施
し
、
各
構
成

組
織
・
団
体
か
ら
80
人
が
参
加

し
た
。

　

街
頭
宣
伝
は
、
地
方
共
闘
・

片
岡
事
務
局
長
（
連
合
徳
島
副

事
務
局
長
）
の
開
会
あ
い
さ
つ

の
後
、
森
本
議
長
（
連
合
徳
島

会
長
）
が
、「
第
３
次
再
審
請
求

か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、
新

証
拠
・
鑑
定
を
先
月
ま
で
に
２

２
１
点
も
提
出
し
て
き
た
。
56

年
に
及
ぶ
冤
罪
の
真
相
と
石
川

さ
ん
の
無
実
を
訴
え
、
全
証
拠

の
開
示
と
新
証
拠
に
も
と
づ
く

再
審
開
始
を
求
め
る
運
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
」

と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
部
落
解
放
同
盟
県

連
・
中
原
副
執
行
委
員
長
、
青

年
共
闘
・
七
條
議
長
、
狭
山
事

件
を
考
え
る
徳
島
の
会
・
木
村

代
表
、
国
民
民
主
党
県
連
・
加

村
組
織
委
員
長
、
社
民
党
県
連
・

中
野
副
代
表
の
６
人
が
マ
イ
ク

を
握
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
石
川
さ
ん
の
無
実
と
再
審
開

始
を
強
く
訴
え
た
。
街
頭
宣
伝
中
、

構
成
組
織
・
団
体
か
ら
の
参
加

者
や
支
持
者
は
「
狭
山
事
件
の

再
審
実
現
を
」
の
ビ
ラ
と
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
通
行
人
ら
に
配
布
し
た
。

街
頭
宣
伝
後
の
総
括
集
会
で
は
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
と
「
差
別

裁
判
打
ち
砕
こ
う
」
を
合
唱
。

最
後
に
、
七
條
青
年
共
闘
議
長

の
音
頭
で
団
結
が
ん
ば
ろ
う
を

三
唱
し
、
集
会
を
閉
じ
た
。

時
に
知
識
を
活
用
す
る
事
が
で

き
る
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
連
合
徳
島
は

Ｖ
Ｓ
Ｔ
養
成
講
座
を
少
し
で
も

多
く
の
人
た
ち
に
学
ん
で
も
ら

い
、
実
践
で
活
躍
で
き
る
メ
ン

バ
ー
を
養
成
し
て
い
く
。
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